１、横浜市債

横浜市債とは
横浜市債は横浜市が、市民利用施設･公園･道路など、身近な公共施設の整備資金の一部を借り入れるために発行する債券。 
　これらの公共施設は将来にわたって長期間使われるため､整備費などを現在の市民と将来の市民が分け合い、世代間の負担を公平にするために、長期にわたって返済していく市債を発行する。 

現在の横浜市債の金利　
	今回の発行条件

	　　
	ハマ債５(横浜市平成21年度第2回ハマ債５（５年債））

	募集期間
	平成２１年８月２５日（火）～９月１１日（金）

	条件決定日
	平成２１年８月２４日（月）

	表面利率
	０．７８％（応募者利回りも同じ）

	発行価格
	１万円につき１万円

	

	前回の発行条件

	　　
	ハマ債５(横浜市平成21年度第1回ハマ債５（５年債））

	募集期間
	平成２１年５月２８日（木）～６月１６日（火）

	条件決定日
	平成２１年５月２７日（水）

	表面利率
	０．９８％（応募者利回りも同じ）

	発行価格
	１万円につき１万円

	


取り扱い場所
「ハマ債５」（５年債） 
【銀行等】横浜、 三菱東京ＵＦＪ

 INCLUDEPICTURE "http://www.city.yokohama.jp/me/gyousei/sisai/image/pdf.gif" \* MERGEFORMATINET 
、 みずほ銀、 横浜信用金庫、 りそな、 横浜農業協同組合 三井住友、 
【証券会社】 野村、 みずほ証、 大和、 三菱ＵＦＪ、 日興コーディアル、 東海東京、 みずほインベスターズ、 岡三、 東洋、 コスモ、 ＳＭＢＣフレンド

 INCLUDEPICTURE "http://www.city.yokohama.jp/me/gyousei/sisai/image/pdf.gif" \* MERGEFORMATINET 
、浜銀ＴＴ
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購入対象者

	
個人投資家向けの横浜市債は、個人の方や、マンション管理組合等の任意団体などの皆様にお買い求めいただけます。 
横浜市外にお住まいの方も購入できます。
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購入単位

	
個人投資家向けの横浜市債は、１万円から１万円単位でお買い求めいただけます。なお、購入限度額は設定しておりません。 
また、一般債振替制度が開始されたため、平成１８年以降に発行される横浜市債は、券面が発行されずペーパーレスとなっています。

	
[image: image5.png]


金利は固定金利。利子の支払いは年に２回

	
市債の金利（表面利率）は、元金の償還まで変動のない固定金利です。
また、利子は年２回に分けて支払います（例：表面利率２％の場合、半年ごとに１％ずつ分けて支払います）。
最初の利払いは、市債を購入されてから半年後となります。
なお、利子については２０％の税率（所得税１５％、住民税５％）で源泉徴収が行われます。 
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中途換金について

	
横浜市債は、市場で売買される金融商品なので、満期前でも売却し、換金することができます。ただし、債券を市場で売却することとなりますので、売却時に市場の金利が購入時よりも高く（低く）なっている場合には、売却損（益）が出ることとなります。
また、所定の売却手数料などが差し引かれることがありますので、お買い求めの際、窓口でよくご確認ください。
満期までお持ちいただければ、額面どおりの元本を横浜市がお支払いします。
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保護預り手数料

	
ご購入の際に保護預り（盗難や紛失等を避けるために金融機関に債券を預けること）制度を利用される場合、金融機関で保護預りの口座を開設します。新規で口座を開く場合は、運転免許証、健康保険証など本人確認が可能なもの、印鑑等が必要となります。
また、金融機関によっては保護預り手数料がかかることがあります。詳しくは、各金融機関にお問い合わせください。 
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利子非課税制度

	
お身体の不自由な方（身体障害者手帳の交付を受けている方）、寡婦年金等を受給されている方などは、預金等と合わせて３５０万円を限度として、その利子が非課税となるマル優制度がご利用いただけます。 また、マル優制度とは別枠で、市債（公募地方債）及び利付国債あわせて３５０万円を限度として、その利子が非課税となる特別マル優制度がご利用いただけます。詳しくは、各金融機関にお問い合わせください。
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横浜市のＩＲ

	
ＩＲ（Investor Relations）とは、投資家に対して財務状況など投資の判断に必要な情報を提供していく活動のことです。 
横浜市では、市債の発行条件や財政状況等、取扱金融機関等についての情報を、IR説明会で説明するとともに、ホームページ、ちらし、ポスター、冊子等でご案内しています。 
横浜市ＩＲの詳細については、こちらをご覧ください。
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ハマサイ紹介

	
横浜市行政運営調整局が作成するリーフレットや冊子、ホームページ等に登場するピンク色のサイをご存じでしょうか。 
横浜市債のマスコット、ハマサイです。 
ハマサイの誕生日は、平成１５年２月２６日。 
横浜市債を皆様に知っていただくために活躍中です。[image: image11.jpg]




	


横浜市ホームページより

２、貯蓄から投資への移行
内閣府と金融庁は2007年6月28日、「貯蓄から投資へ」のスローガンに関する国民意識調査結果を発表した
現在所有している証券の種類（複数回答）
平成17 年12 月 → 平成19 年５月
・株式（ミニ投資，累積投資，従業員持株制度を含む） 15.9% → 14.6%

・投資信託（株式投信＊，公社債投信，ＭＭＦ，ＥＴＦ，不動産投信（Ｊ－ＲＥＩＴ）など）9.1% → 10.2%

・国債，地方債 7.7% → 7.1%

・外国で発行された証券（外国株式，カントリーファンド，外貨建て債券（二重通貨債を含む），外貨建てＭＭＦなど）3.4% → 3.4%

· いずれも持っていない 71.7% → 73.5%
	１４年ぶりの増加 

	　下図は株式型投資信託の毎月純増額の推移だ。６月はボーナス月ということもあり、1ヵ月間に流入した資金増加額は１兆8500億円と14年ぶりの大幅増になった。 
　株式型投信の残高も14年ぶりの高水準となり、個人投資家が預貯金から多少リスクがあっても高い利回りを求めて動き出したかのようである。 
　インド株投信などへの投資も急増しており、元本確保型の個人向け国債と共に、リスク前提の投資資金も増えつつある。 

	高値掴みのリスク 

	　しかし、インド株などはこの２年強で2.5倍も値上がりしており、かつての中国株ブームのようになっている。 
　投資信託の問題点は、かつてのIT関連株、今回の資源株などのように、そのときのブームになったテーマに沿った投信が販売されることだ。 
　つまり、ブームの最中に販売される場合が多いので、高値での投資になるリスクがある。貯蓄から投資へといっても、実際の行動は慎重に見極めることが大切だ。 
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	*週刊レポート誌INVESTMENT第825号　2005年7月15日より

第一投資顧問（株） 




金融庁ホームページより

http://www8.cao.go.jp/survey/tokubetu/h19/h19-tousi.pdf
http://www.dai-ichiasset.co.jp/dai_0704-16.html

平成１７年(2005年)がピーク？？


平成１７年より前と比較しなければ求める結果は出ない











